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いのち削る悪政にストップ
政治を変えて　　くらしを守ろう!

　

12
月
２
日
公
示
、
14
日
投
票

の
総
選
挙
。
棄
権
は
「
危
険
」
！

大
事
な
あ
な
た
の
選
挙
権
を
行

使
し
よ
う
！

  

な
ぜ
今
、選
挙
？　

　

慶
応
大
学
経
済
学
部
教
授
の

金
子
勝
さ
ん
は
、「
麻
生
内
閣

の
よ
う
な
『
追
い
込
ま
れ
解
散
』

を
避
け
る
た
め
に
支
持
率
が
下

が
る
前
に
先
手
を
打
っ
た
と
い

う
の
が
解
散
の
本
音
」
と
指
摘

し
ま
す
。
消
費
税
８
％
で
実
質

国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）が
、
東

日
本
大
震
災
の
時
以
上
に
落
ち

込
ん
で
い
る
と
い
う
報
道
を
耳

に
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
日
本

経
済
の
成
長
と
い
う
点
で
も
、

危
機
的
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。

投
票
で
何
か
変
わ
り
ま
す
か
？

　

こ
の
２
年
、
第
２
次
安
倍
自

公
政
権
が
行
っ
て
き
た
こ
と
は

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
す
ぎ
ま
し
た
。

「
議
席
数
と
支
持
率
を
背
景
に
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
、
特

定
秘
密
保
護
法
制
定
と
暴
走
し

続
け
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

格
差
は
さ
ら
に
進
行
し
、
戦
争

政
策
も
進
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
一
歩
間
違
え
ば
フ
ァ
シ
ズ

ム
政
権
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
暴
走

を
許
す
の
か
、
こ
こ
で
止
め
る

の
か
、
こ
の
解
散
総
選
挙
に
か

か
っ
て
い
ま
す
」
と
金
子
さ
ん

は
指
摘
し
ま
す
。
棄
権
は
本
当

に
「
危
険
」
な
ん
で
す
。

  

組
合
の
方
針
は
？

　

労
働
組
合
は
、「
要
求
」
に
基

づ
き
活
動
し
て
い
る
大
衆
組
織

で
す
。
だ
か
ら
組
合
が
一
つ
の
政

党
を
決
め
て
支
持
を
強
制
し
た

り
し
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
思
想
・
信

条
の
自
由
を
大
切
に
し
ま
す
。

い
の
ち
削
る
悪
政
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
、
い
き
い
き
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
の
実
現
の
た
め
に

も
、
あ
な
た
の
選
挙
権
行
使
を

呼
び
か
け
ま
す
。
職
場
に
届
く

選
挙
特
集
号
の
機
関
紙
を
、
是

非
読
ん
で
下
さ
い
。

　

11
月
15
日
〜
16
日
、
福
島
県

土
湯
温
泉
・
山
水
荘
で
災
害
対

策
全
国
交
流
集
会
が
行
わ
れ
、

全
国
か
ら
２
０
９
名
（
岩
手
か

ら
17
名
・
県
医
労
１
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
と
被

災
３
県
・
広
島
か
ら
の
報
告
の

後
、９
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

災
害
後
の

現
状
と
課

題
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
災
害
時

は
遠
慮
な
く
声
を
上
げ
る
こ

と
、
被
災
者
の
声
・
要
求
を
広

く
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
等
が
、

ま
と
め
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
者
の
声
を
広
げ
て
い
こ
う

災
害
対
策
全
国
交
流
集
会 

in 

ふ
く
し
ま

　11月8日、岩手県公会堂で「守れ！県民のくら

し、いのち、平和、11.8いわて大集会」が開催さ

れ、6支部・本部23名が参加しました。基調講演の

後、12人のリレートークで、今の政府のやり方に

怒りを持って様々な取り組みがされていることが報

告されました。集会

終了後、「憲法改悪

反対」「医師、看護師、

介護士増やせ」「社

会保障を壊すな」と

シュプレヒコールを

あげ、盛岡市内をデ

モ行進しました。 デモ行進する岩手医労連の仲間

今こそ怒りの声を政府にぶつけよう
 11.8 いわて大集会

医療
介護
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と
○
○
青
年
部
長
が
あ
い
さ

つ
。
労
働
組
合
活
動
の
ビ
デ
オ

を
観
た
後
、「
県
医
労
の
あ
ゆ

み
」「
権
利
に
つ
い
て
」
を
学

び
ま
し
た
。
そ
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
へ
。
小
一
時
間
で

し
た
が
、
握
手
を
し
た
り
、
自

己
紹
介
し
た
り
、
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
た
り
と
、
日
常
生

活
を
離
れ
て
楽
し
み
ま

し
た
。
夕
食
交
流
会
も
、

そ
の
勢
い
は
続
き
、
深
夜

ま
で
部
屋
で
の
交
流
も
。

　

２
日
目
は
、
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
を
告
発
す
る
ビ

デ
オ
を
観
て
、
更
に
「
労

働
者
、
労
働
組
合
そ
し
て

県
医
労
」
の
講
義
。
最
後

は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
、
職
場

で
の
年
次
取
得
、
超
過

勤
務
、
夏
季
休
暇
な
ど
に
つ
い

て
交
流
し
ま
し
た
。
休
み
方
で

も
、「
夏
季
休
暇
と
年
次
で
５

連
休
だ
っ
た
」
と
か
、「
超
過

勤
務
は
４
月
１
日
か
ら
書
い
て

い
る
」「
４
月
は
職
場
に
な
れ

る
こ
と
が
仕
事
だ
か
ら
と
、
定

時
に
帰
れ
る
よ
う
に
声
を
か
け

て
も
ら
っ
た
」な
ど
の
一
方
で
、

「
１
年
目
は
超
過
勤
務
が
書
け

な
い
と
言
わ
れ
、
日
勤
で
午
前

０
時
過
ぎ
、準
夜
で
朝
の
７
時
、

８
時
ま
で
超
勤
手
当
な
し
で
働

い
て
い
る
」「
仕
事
だ
け
に
生

き
て
い
る
感
じ
が
す
る
」な
ど
、

同
じ
県
立
病
院
で
も
大
き
な
差

が
あ
る
現
状
を
再
確
認
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
様
々
な
権
利
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
権

利
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
有
効

　

県
医
労
恒
例
の
新
入
組
合
員

の
労
働
学
校
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ

ミ
ナ
ー
」
が
10
月
25
、
26
日
、

ホ
テ
ル
森
の
風
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
受
講
の
機
会
を
逃
し
た

元
青
年
も
含
め
、
10
支
部
・
本

部
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
校
式
で
は
、
中
野
委
員
長

学
び
、交
流
し
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
活
か
せ
る
と
思
う
」「
自
分

の
体
と
家
族
を
大
事
に
出
来
る

よ
う
、
権
利
を
活
用
し
な
が
ら

働
い
て
い
け
た
ら
い
い
と
思

う
」と
感
想
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
参
加
の
動
機
は
「
信
頼

し
て
い
る
職
場
の
上
司
に
誘
わ

れ
た
」
と
い
う
声
や
、「
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
が
し
た
か
っ
た
」
と

い
う
声
も
複
数
あ
り
、
職
場
の

過
酷
さ
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

緊張がほぐれたレクリエーション

講義を聴くセミナー参加者

　全労連ではこの秋、「戦争する国づくり」「労働法制
改悪」「社会保障改悪」など憲法の理念を無視した情勢
に対し、全国で憲法キャラバンを行っています。いわ
て労連でも同様に取り組みを行い、10月6～8日にかけ
て県内各地で「憲法守れ」「国民の生活を守れ」と宣伝
行動を行いました（写真／○○書記長・住田町役場前）。

憲法キャラバン2014岩手行動
かがやけ

10
月
25
・
26
日　

フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
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「
不
払
い
労
働
一
掃
」
め
ざ
し
、
中
央
委

員
会
で
意
思
統
一
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
退

勤
時
間
調
査
。
こ
の
秋
、
ト
ッ
プ
を
き
っ
て

江
刺
支
部
が
実
施
。
中
央
支
部
は
、「
大
幅

増
員
・
夜
勤
改
善
」
請
願
署
名
も
併
せ
て
行

い
ま
し
た
。
一
戸
支
部
は
、
青
年
部
７
名
が

中
心
と
な
り
取
り
組
み
ま
し
た
。
他
、久
慈
・

二
戸
・
中
部
・
遠
野
・
磐
井
・
南
光
・
千
厩
・

釜
石
支
部
が
実
施
。
ク
ッ
キ
ー
や
チ
ョ
コ
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
が
好
評
で
す
。
時
間

外
を
請
求
し
な
か
っ
た
理
由
に
、「
新
人
だ

か
ら
」「
遠
慮
が
あ
る
」「
面
倒
」
等
の
声
あ

り
。
調
査
に
参
加
し
た
組
合
員
は
「
時
間
外

は
し
っ
か
り
書
こ
う
」
の
声
か
け
が
大
事
、

と
実
感
。「
普
段
忙
し
く
て
聞
け
な
か
っ
た

け
れ
ど
、職
場
の
こ
と
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」

と
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不払い労働を一掃しよう!

取り組んで良かった「退勤時間調査」

一戸支部は青年部が行動しました！

２カ所で取り組んだ中部支部

　岩手医労連第51回
壮年部集会は11月15
～16日、雪景色の八
幡平ハイツで開催さ
れ全体で94名、県医
労から13支部・本部
56名が参加し、学習
と交流、温泉を満喫
しました。
　「その一食、美味しく食べていますか？」～人生80
年！ 8万7600回の食事を楽しく～と題した小原薫さ
ん（上級野菜ソムリエ）の記念講演は、一人では無造
作となる食生活が、家族の存在で作る意欲につなが
ることなど、食や生活、家族との関係や生き方を考
えさせられる内容で、会場にはしばしば笑いがおき
ました。 
　「とても役立つ講座」が３つ。①年金制度について、
②充実した年金生活を送るための心得、③医労連共
済についてなどてんこ盛り。夜の交流会では、歌っ
て踊る盛り上がりぶり。
　「また来年ネ」と笑顔で別れた壮年部集会でした。

楽しく講演を聴く参加者

第51回壮年部集会

知ってトクして、食べて歌って、リフレッシュ!

労働組合の大切さを聞く参加者

　

胆
沢
支
部
で
は
、
11
月
７
日
に
「
侍
屋
敷
で

楽
し
む
ピ
ア
ノ
と
デ
ィ
ナ
ー
の
会
」
を
開
催
し

31
人
が
参
加
。
す
て
き
な
雰
囲
気
の
お
店
で
、

ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
、
お
い
し
い
食
事
、
そ
し
て

医
労
連
共
済
や
労
働
組
合
の
大
切
さ
、
さ
ら
に

パ
ワ
ハ
ラ
の
ミ
ニ
学
習
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。
組

合
未
加
入
の
２
人
が
参
加
し
、
加
入
し
ま
し
た
。

胆
沢
支
部
で
共
済
等
の
学
習
会

２人が
組合加入
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  　　　 2013年看護職員の労働実態調査
　　　　　県医労版パート6　　　　 　
　昨年行われた看護職員の労働実態調査の中で、
県医労が、唯一全国の結果より良かったのが「母
性保護の支援措置を受けた」でした。
　しかし、母性保護を受けていても切迫流産を
経験した比率が前回調査より悪化し、女性労働
者の３倍近い値となっています。
　「妊娠してから母性保護」ではなく、「女性なら
誰もが母性保護」されるよう取り組みが必要です。

◆生理休暇取得状況（数値はパーセント）
2009年 2013年 全　国

毎潮時とっている 0.0 0.0 51.6
時々とっている 1.6 0.9 2.9
全くとれていない 98.4 99.1 87.3

◆母性保護の支援措置を受けた項目（数値はパーセント）
2009年 2013年 全　国

夜勤・当直免除 80.0 79.9 65.1
夜勤・当直日数の軽減 16.3 14.8 27.0
時間外勤務免除 26.3 22.1 9.0
時差通勤 3.8 0.0 4.7
つわり休暇 11.3 5.4 7.5
通院休暇 8.8 15.4 14.4
軽度な仕事への配置転換 27.5 14.8 16.7
その他 6.3 7.4 7.5

◆切迫流産（数値はパーセント）

母性保護の支援措置があっても

2人に1人が切迫流産

0

10

20

30

40

50

2009年

43.443.4

2013年

47.547.5

全国

29.829.8

女性労働者

17.117.1

※「女性労働者」は、全労連女性部「妊娠・出産・育児に関する実態調査」（2011年）のデータ

岩手県母親大会県要請

看護師増員・地域医療の充実を

　第60回岩手県母親大会の申し合わせに基づく県要
請が11月20日行われました。
　要請には11地域13団体48名が参加。県医労から
は３名が参加し、医療局に対して病院現場の状況を
訴え、医師・看護師の増員、被災病院・地域医療の充実、
無床診療所の入院ベッドの復活、病院給食の民間委
託の直営について要請しました。

千
葉
副
知
事（
左
か
ら
３
人
目
）に
要
請
す
る

県
母
親
大
会
代
表
団（
県
議
会
第
一
会
議
室
）

青
年
部
主
催
の
『
と
き
め
き
仮

面
飲
み
会
』
で
は
幹
事
を
務
め

た
が
、と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
」

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
交
流
会
へ
の
ア
イ
デ
ア

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
企
画
参
加

型
ツ
ア
ー
、
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
、

四
国
巡
礼
、
沖
縄
、
北
海
道
、

大
曲
の
花
火
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
、
富
士

山（
登
山
）、
楽
天
観
戦
ツ
ア
ー

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

支
部
で
の
取
り
組
み
に
は
特

徴
、
工
夫
が
満
載
。
そ
れ
ぞ
れ

が
、
自
分
の
支
部
で
の
活
動
の

活
発
化
を
胸
に
、
会
議
を
終
え

ま
し
た
。

　

10
月
25
日
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ

ミ
ナ
ー
に
並
行
し
て
、
青
年
部

長
・
書
記
長
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
７
支
部
・
本
部
青
年
部

10
人
が
参
加
。 

　

会
議
で
は
、○
○
青
年
部
長
、

中
野
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
○

○
部
長
の
司
会
で
、
各
支
部
の

取
り
組
み
を
交
流
し
ま
し
た
。

　

二
戸
支
部
で
は
、「
青
年
部

定
期
大
会
を
半
数
以
上
の
青
年

部
員
の
参
加
で
成
功
さ
せ
た
。

当
日
は
、
青
年
部
役
員
で
病
棟

な
ど
に
参
加
要
請
の
電
話
を
か

け
た
。
昨
年
は
で
き
な
か
っ
た

青
年
部
の
飲
み
会
な
ど
を
や
り

た
い
」
と
発
言
。
南
光
支
部
で

は
、「
歓
迎
会
を
し
、

原
水
禁
世
界
大
会
代

表
へ
託
す
折
鶴
に
取

り
組
ん
だ
。
両
磐
労
連

 
支
部
交
流
を
ヒ
ン
ト
に

活
動
を
ひ
ろ
げ
よ
う

２
０
１
４
年
度
青
年
部
長
・
書
記
長
会
議

あいさつする○○青年部長
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青年部

「戦争と平和を考える」
靖国と夢の国ディズニーへ

　今年の青年部中央交流会は「平和ってなんだ」
をテーマに靖国神社・遊就館の見学とディズ
ニーリゾートを楽しむツアーを企画しました。
　11月15日～16日、天候にも恵まれ、交流会
には９支部・本部38名（ご家族含）が参加しま
した。

　靖国神社見学には、日
本平和委員会からガイド
２名を派遣していただき、
事前にミニ学習会も行い
ました。
　電車＋徒歩での移動等
で予定していたよりも短
い見学時間となったもの
の、日本が起こしてき
た過去の戦争を振り返
り、考えるきっかけに
なりました。
　ディズニーリゾート
では、それぞれ平和な
世界を満喫しました。

青年部中央交流会

母子手帳に
 ミッキーの
 サイン

東京ディズニーリゾート
おみやげプレゼント

今回、中央交流会に参加できなかった青年部の皆さんを対
象にお土産を10名の方にプレゼントします。ハガキに支部名・
氏名を忘れずにご記入の上、下記宛先までご応募ください。
何が当たるかは届いてからのお楽しみに♪（〆切＝12月末日）

【応募先】         
〒020-0023     
 盛岡市内丸11－1     
 県医労青年部TDR係　まで

県医労青年部

スキー・スノーボード
交流会

1月17日㈯～18日㈰
ホテル安比グランド
～詳細はチラシをご覧下さい～

おいしい食事とおしゃべりで

ココロとカラダ満タンに
　10月22日㈬19：00から中

部病院支部青年部企画の「心

と体に充電を♡みんなで語ろ

う会」が行われました。今回

は雰囲気の良いお店「MANGIA MANGIA（マンジャ 

マンジャ）」さんで11名の参加となりました。現場

は、毎日少ないスタッ

フで忙しく働いている

状況のなかで、美味し

い食事と会話で楽しい

時間を過ごすことがで

きました。今後は、医

労連共済の説明会、リ

フレッシュのための音

楽会等を企画してほし

いといった声も出され、

次の機会へとつなげて

いきたいと思います。

中部支部
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第
１
子
を
妊
娠
し
ま
し
た
!!

職
場
の
皆
様
の
気
づ
か
い
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、
無
事
に
生
ま

れ
て
く
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
!!

二
戸
支
部　

ぬ
ぬ

　

　

　

子
供
の
運
動
会
に
行
き
ま
し

た
!!
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
思
わ

ず
涙
…
。
涙
も
ろ
く
な
っ
た
の

は
年
の
せ
い
で
す
か
ね
。
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
!!

中
央
支
部　

ス
ネ
オ
く
ん

　

　

　

最
近
だ
い
ぶ
寒
く
な
り
、
季

節
の
変
化
に
体
が
つ
い
て
い

か
な
い
ほ
ど
で
す
。
風
邪
な

ど
引
か
ず
に
家
族
で
春
を
迎

え
た
い
で
す
。

大
船
渡
支
部　

カ
キ
フ
ラ
イ

　

　

　

最
近
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
改
善
し
て
き
た
と
思
っ
た

ら
、
今
度
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ
が
高
値
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
不
規
則
な
食
生
活
が
原
因

　

２
０
１
４
年
岩

手
県
人
事
委
員
会

は
、
７
年
ぶ
り
に

基
本
給
・
一
時
金

の
同
時
ア
ッ
プ
を

勧
告
。
主
な
勧
告

内
容
は
①
月
例
給

を
平
均
９
０
４
円

引
き
上
げ
（
初
任

給
に
か
か
る
部
分

は
２
，
０
０
０
円
前
後
引
き
上

げ
）
②
一
時
金
は
０
・
０
５
月

分
引
き
上
げ
（
年
間
３
・
９
０

↓
３
・
９
５
月
）
③
国
の
改
正

で
寒
冷
地
手
当
の
指
定
解
除
と

な
っ
た
旧
田
老
、
新
里
、
川
井

で
支
給
を
、
山
田
町
は
国
の
勧

告
ど
お
り
支
給
な
し
（
経
過
措

置
あ
り
）
④
交
通
用
具
使
用
者

の
通
勤
手
当
は
、
36
㎞
以
上
の

支
給
額
引
き
上
げ
・
上
限
額
を

３
８
，
３
０
０
円
⑤
昇
級
回
復

は
46
歳
未
満
。
現
給
保
障
は
今

年
度
末
で
廃
止
⑥
給
与
制
度
総

合
的
見
直
し
勧
告
せ
ず
▼
こ
れ

ら
の
こ
と
を
人
事
委
員
会
規
則

の
改
正
を
含
め
、
12
月
議
会
へ

条
例
提
案
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る

予
定
▼
こ
れ
ま
で
、
地
公
共

闘
（
岩
教
組
、
高
教
組
、
県
医

10
月
号
パ
ズ
ル

10
月
号
パ
ズ
ル

　

10
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
26
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
10
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

Ｈ
Ｏ
Ｚ
Ｕ
な
し（
久
慈
支

部
）、タ
カ
の
マ
マ（
一
戸
支
部
）、

ラ
ー
メ
ン
大
好
き
、
す
ぺ
あ
り

ぶ
、
オ
ラ
ン
ジ
ー
ナ
、
匿
名

希
望（
以
上
、
中
央
支
部
）、
は

な
み
ず
き（
東
和
支
部
）、
腹
が

減
っ
て
は
戦
が
で
き
ぬ（
江
刺

支
部
）、
ぱ
ん
だ（
磐
井
支
部
）、

生
さ
ん
ま（
南
光
支
部
）

と
思
わ
れ
ま
す
。

本
庁
支
部　

セ
ニ
ョ
ー
ル
ピ
ン
ク

　

　

　

い
よ
い
よ
冬
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
早
く
春
に
な
ら
な

い
か
な
ー
。

大
船
渡
支
部　

は
な
ち
ゃ
ん

　

　

　

今
年
の
年
末
・
お
正
月
は
家

族
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
と
い
い

な
。
娘
に
、
そ
ろ
そ
ろ
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
逢
っ
た
ほ
う
が
い
い

よ
…
と
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
逢
い
た
く
な
い
訳

じ
ゃ
な
い
。仕
事
で
す
か
ら
ね
。

中
部
支
部　

ダ
メ
な
嫁

　

女
性
部
の
お
座
敷
列
車
に
子

供
２
人
と
参
加
し
ま
し
た
。
子

供
た
ち
が
大
興
奮
!!
と
て
も
よ

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

二
戸
支
部　

お
座
敷
列
車

労
、
岩
企
労
、
教
員
職
組
、
事

務
職
組
、
県
職
労
）
で
交
渉
を

繰
り
返
し
、
県
医
労
か
ら
も
９

月
29
日
、
10
月
２
日
、
10
月
31

日
と
３
回
の
県
庁
座
り
込
み
行

動
に
、
多
く
の
支
部
か
ら
結
集

し
た
成
果
で
す
▼
現
給
保
障
に

関
し
て
は
、
給
与
構
造
改
革
に

よ
り
、
一
方
的
に
賃
金
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
と
き
の
保
障
で
あ

り
、
平
成
27
年
４
月
１
日
見
込

み
で
医
療
局
は
、
行
政
職
を
含

め
３
０
６
人
、
中
で
も
看
護
職

が
１
３
４
人
と
一
番
多
く
平
均

差
額
は
１
０
，
３
３
０
円
で
、

実
質
の
引
き
下
げ
と
な
る
。
再

三
の
交
渉
で
も
保
障
継
続
と
は

な
ら
な
か
っ
た
が
、「
勤
務
意

欲
確
保
の
対
策
実
施
」
を
引
き

出
し
た
。
後
は
医
療
局
当
局
の

追
及
と
な
る
▼
来
年
度
か
ら
の

国
の
給
与
制
度
総
合
的
見
直
し

勧
告
を
阻
止
し
た
の
は
、
全
国

で
５
県
。
東
北
で
は
岩
手
だ

け
。
も
し
実
施
さ
れ
れ
ば
、
基

本
給
30
万
円
の
人
で
毎
月
６
，

０
０
０
円
の
引
き
下
げ
に
な

り
、
ボ
ー
ナ
ス
・
退
職
金
に
も

反
映
さ
れ
る
。
今
後
も
油
断
は

で
き
な
い
。　
　
　
　
　

（
ち
）



県医労支部長会議・旗開き県医労支部長会議・旗開き

春闘学習会春闘学習会

と　き　１月16日㈮
　　　　支部長会議　13時30分～
　　　　新春旗開き　18時～

ところ　愛真館（盛岡市つなぎ）

と　き　１月17日㈯　9時～12時
ところ　愛真館（盛岡市つなぎ）

12月の予定
２日（火） 県医労総決起集会（勤労福祉会館5階大ホール）

 県医労看護部会（県民会館）

６日（土） 女性部南部ブロック交流集会（猊鼻渓）

６日（土）～７日（日）

 日本医労連病院給食交流会（静岡県）

13日（土） 岩手医労連36協定・安全衛生委員会学習会（紅葉館）

18日（木） 県医労拡大支部長会議（勤労福祉会館）

20日（土） 岩手県社会保障学校（アイーナ）

１月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

12
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

６日（火） いわて労連春闘共闘年次総会（教育会館）

 いわて労連春闘共闘旗開き（サンビル）

16日（金） 県医労支部長会議&新春旗開き（愛真館）

17日（土） 県医労春闘学習会（愛真館）

17日（土）～18日（日）

 県医労青年部スキー・スノーボード交流会（安比高原）

24日（土） 岩手医労連中央委員会

 岩手医労連旗開き（エスポワールいわて）

25日（日） いわて労連評議員会（岩手県自治会館）


